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(4) 海上自衛隊厚木航空基地 

 

① 海上自衛隊厚木航空機の概要  

海上自衛隊厚木航空基地には、日本周辺海域の防衛及び監視活動等に従事す

る第 4航空群のほか、航空機の調査研究・部隊の訓練指導等を行う第 51航空隊、

輸送を行う第 61航空隊、飛行支援等を行う航空管制隊、海上自衛隊の各航空群

を統括する航空集団司令部などが置かれています。 

 

 
 

 

② 海上自衛隊厚木航空基地で運用されている航空機 

海上自衛隊厚木航空基地では、哨戒機のほか、輸送機やヘリコプター等が運用

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

資料編【1-3海上自衛隊厚木航空基地の組織】 

海上自衛隊第 4航空群司令部 

Ｐ－１（哨戒機） 
全長         38.0 m 

全幅       35.4 m 

全高       12.1 m 

重量      80,000 ㎏ 

速度（最大）    833 ㎞／h 

乗員        11 名 

（写真：海上自衛隊ウェブサイトより） 

https://www.city.yamato.lg.jp/material/files/group/4/1-3_R40314.pdf
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Ｐ－３Ｃ（哨戒機） 

全長         35.6 m 

全幅       30.4 m 

全高       10.3 m 

重量      56,000 ㎏ 

速度（最大）    731 ㎞／h 

乗員        11 名 

（写真：海上自衛隊ウェブサイトより） 

ＵＰ－３Ｃ（多用機） 

全長         35.6 m 

全幅       30.4 m 

全高       10.3 m 

重量      56,000 ㎏ 

速度（最大）    731 ㎞／h 

乗員        11 名 

（写真：海上自衛隊ウェブサイトより） 

ＳＨ－６０Ｊ（哨戒機） 
全長         19.8 m 

全幅       16.4 m 

全高       5.2 m 

重量      9,926 ㎏ 

速度（最大）   275 ㎞／h 

乗員        3 名 

（写真：海上自衛隊ウェブサイトより） 

ＬＣ－９０（連絡機） 
全長        10. 82 m 

全幅      15.32 m 

全高       4.33 m 

重量      4,377 ㎏ 

速度          363 ㎞／h 

乗員        5 名 

（写真：海上自衛隊ウェブサイトより） 

Ｃ－１３０Ｒ（輸送機） 

全長        29.80 m 

全幅      40.40 m 

全高      11.70 m 

重量      70,300 kg 

速度（最大）  約 589 ㎞／h 

乗員        6 名 

（写真：海上自衛隊ウェブサイトより） 
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③ 海上自衛隊の厚木基地移駐と自衛隊ジェット機の乗り入れ 

厚木基地は昭和 20年（1945年）の終戦により米軍に接収され、それ以降、米

軍が使用してきましたが、昭和 46年（1971年）12月に下総航空基地の海上自衛

隊の一部が厚木基地に移駐したことで、日米共同使用が開始されました。 

この移駐の際、国から大和市に対し「厚木海軍飛行場の海上自衛隊による共同

使用について」（いわゆる４６文書）が通知され、厚木基地で自衛隊ジェット機

を使用しないことや、厚木基地の海上自衛隊が航空機約 50機、人員約 2,000人

で構成することなどが示されました。 

その後、平成 6年（1994年）2月に国から、硫黄島での空母艦載機着陸訓練支

援等のため自衛隊ジェット機が厚木基地へ乗り入れる旨の通知があり、それ以

降、特定の自衛隊ジェット機が厚木基地へ乗り入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

資料編【1-4海上自衛隊の厚木基地への移駐経緯】 

ＳＨ－６０Ｋ（哨戒機） 
全長         19.8 m 

全幅       16.4 m 

全高       5.4 m 

重量      10,872 ㎏ 

速度（最大）   257 ㎞／h 

乗員        4 名 

（写真：海上自衛隊ウェブサイトより） 

ＵＳＨ－６０Ｋ（多用機） 
全長         19.8 m 

全幅       16.4 m 

全高       5.4 m 

自重      10,872 ㎏ 

速度（最大）   257 ㎞／h 

乗員        4 名 

（写真：海上自衛隊ウェブサイトより） 

https://www.city.yamato.lg.jp/material/files/group/4/1-4_R40314.pdf
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④ P-1哨戒機の厚木基地配備 

厚木基地では、平成 20 年（2008 年）9 月から P-3C 哨戒機に替わる次期固定

翼哨戒機 XP－1の性能評価が開始されました。 

性能評価が行われている中、平成 22年（2010 年）2月に国から大和市に対し、

平成 23年度末から厚木基地に P-1を配備する旨が通知されました。 

その後、機体の不具合の影響により配備が延期されましたが、平成 25年（2013

年）3 月に防衛省南関東防衛局から大和市に対し、運用中の P-3C 哨戒機の後継

機として、P-1 哨戒機を平成 24 年度中に厚木基地へ配備する旨通知がありまし

た。その際、防衛省南関東防衛局から「４６文書については引き続き尊重すべき

もの」との考えが示されました。これに対し、同年 3月の大和市議会本会議にお

いて、大木大和市長は「慎重かつ十分に熟考を重ねた上で総合的に判断すると、

極めて厳しい決断ではあるが、P-1の厚木基地への配備はやむを得ない」との考

えを示しました。その後、3 月 29 日に 2 機の P-1 哨戒機が厚木基地へ飛来し、

正式に配備されました。 

以降、P-1哨戒機の厚木基地への配備が順次進み、令和 3年（2021年）3月時

点で約 20機の P-1哨戒機が厚木基地に配備され、防衛省南関東防衛局は P-1哨

戒機の配備機数について「今後も 20機程度に変わりはない」としています。 

 

  


